
 

 

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律第20条及び同法施

行規則第3条の規定に基づき、県内における障害者福祉施設従事者等による障害者虐

待の状況等について公表します。 

なお、虐待の通報・届出は、法により、市町村に対して行われることになっており、

虐待の判断も主として市町村が行うこととされています。 

１ 相談・通報件数 ２３件（平成２６年度１１件、２５年度１８件） 

２ 相談・通報者内訳 
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合計 

5件 4件 3件 1件 2件 3件 7件 25件 

21.7% 17.4% 13.0% 4.3% 8.7% 13.0% 30.4% － 

※ 複数回答（1事例に対する相談者が複数の場合あり）のため、合計が上記「１ 

相談・通報件数」に合致しない。 

また、構成割合（％）は、相談・通報件数23件に対するもの。 

３ 虐待の事実が認められた事例件数 ３件（平成２６年度１件、２５年度３件） 

① 施設・事業所の種別内訳 

障害者支援施設 １件、就労継続支援Ａ型 ２件 

② 虐待の種別・類型内訳（１件につき複数の虐待有） 

身体的虐待 １件、心理的虐待 ３件 

 ４ 被虐待障害者の状況 

① 被虐待障害者性別及び年齢層（１件につき複数の障害者有） 

被虐待障害者の性別  女性４人 

被虐待者の年齢層 

45～49歳 50～54歳 65歳以上 

1人 1人 2人 

② 被虐待障害者の障害種別（複数障害有） 

身体障害 １人、知的障害 ３人、精神障害 １人 

障害者福祉施設従事者等による障害者虐待の状況等 

（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで） 
 



③ 被虐待者の障害支援区分 
区分５ 区分６ 区分なし 

1人 1人 2人 

   ※障害支援区分：障害の状態等に応じて必要とされる標準的な支援の度合いを総合的

に示すもので、数値が大きいほど必要とされる支援の度合いが高い。 

５ 虐待を行った障害者福祉施設従事者等の状況 

（同一人物から複数の虐待有） 

① 虐待者の性別 

 男性 １人、女性 １人 

② 障害者福祉施設従事者等の職種 

管理者 １人、看護職員 １人 

 

 

 

 １ 虐待があった障害者福祉施設に対する市町村及び県による指導 

 ２ 虐待があった障害者福祉施設に対する市町村による改善計画の提出依頼 

 ３ 虐待を行った障害者福祉施設従事者への市町村及び県による注意・指導 

（参考資料） 

障害者虐待防止法第２０条（公表） 

 都道府県知事は、毎年度、障害者福祉施設従事者等による障害者虐待の状況、障
害者福祉施設従事者等による障害者虐待があった場合に採った措置その他厚生労働
省令で定める事項を公表するものとする。 

障害者虐待防止法施行規則第３条 （厚生労働省令で定める事項） 

①障害者福祉施設従事者等による虐待があった障害者福祉施設等の種別 

  ②障害者福祉施設従事者等による虐待を行った障害者福祉施設従事者等の職種 

 

 

障害者福祉施設従事者等による障害者虐待があった場合に採
った措置 

お問い合わせ先 
山梨県福祉保健部 障害福祉課 
 地域生活支援担当 
ＴＥＬ ０５５－２２３－１４６１ 
ＦＡＸ ０５５－２２３－１４６４ 


